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ロ レ ンス の ラス トメ ッセ ー ジ

一 『最後の詩集』「死の船」 より一

松 本 桂 子
〔抄 録〕

D.H.ロ レンスは、晩年を南フランスで静養に努めなが らも創作を続け、価値ある諸

作品を残 した。中でも、刻々と迫る死 を自覚しつつ書かれた詩 「死の船」は、死後の

魂を未知なる世界へ と運び行 く小 さな船 を象徴 として、死 という自然の摂理を独特の

解釈 と手法で描いた作品である。そこに凝縮された死生観にも通 じる根本思想を追究

することにより、ロレンスの最後のメッセージとして受け取 りたい。

キ ー ワ ー ド 方 舟 、 聖書 、 エ トル リア 、 復 活、 再 生

『最 後 の 詩 集 』(LastPoems1932)は そ の 表 題 の とお り、 ロ レ ンス(D.H。Lawrence,1885-

1930)の 晩 年 に書 か れ た 詩 が 収 め れ た もの で 、11冊 の詩 集 の 最 終 を飾 った 作 品 群 で あ る。 ロ レ

ンス は28歳 の と き に刊 行 した 定 型 詩 集 『愛 の 詩集 とそ の他 の詩 』(LovePoemsandOthers,1913)

を初 め に 、 同 じ く韻 をふ ん だ 『恋 愛 詩 集 』(Amores,1916)、 『新 詩 集 』(NewPoems,1918)、

『入 り江 』(Bα 〃,1919)に 続 き、 自由 詩 集 で は 『見 よ、 ぼ く らは や りぬ い た1』(Look!WeHave

ComeThrough!1917)、 『亀 』(Tortoises,1921)、 『鳥 と獣 と花 』(Birds,BeastsandFlowers,

1923)、 『三 色 す み れ 』(Pansies,1929)な ど を書 き上 げ、1928年 に は 自 らが編 集 した 二 巻 本 の

『D.H.ロ レ ンス詩 選 集 』(TheCollectedPoemsofD.H.Lawrence)を 生 前 に残 した。 『い ら くさ』

(Nettles,1930)と 『最 後 の 詩 集 』 は死 後 出 版 され た もの で あ る 。

1929年 生 涯 最 後 の 一 年 、 ロ レ ンス は南 フ ラ ンス の バ ン ドル(Bandol)、 スペ イ ン領 で あ るマ

ジ ョル カ(Mallorca)、 イ タ リ ア の ル ッカ(Lucca)、 ドイ ツ の バ ー デ ン ・バ ー デ ン(Baden-

Baden)を 巡 り、 再 び南 フ ラ ンス のバ ン ドル に移 り住 む 。 『最 後 の詩 集 』 に収 め られ た詩 「死 の

船 」(`TheShipofDeath')は 、 二 度 目のバ ン ドル滞 在 中 の9月 か ら10月 にか け て執 筆 され た 。

この 頃 の ロ レ ンス の体 調 は、 日増 しに衰 弱 の 一 途 をた ど る の み で 、快 方 へ 向 か う兆 しの 見 え な

い 悪 い 状 態 に あ っ た 。 エ ミ リー ・キ ング(EmilyKing)に 宛 て た1929年9月3日 付 け 書 簡 の 中

で 、 山 間 の バ ン ドル の穏 や か な気 候 とは う らは らな、 自身 の病 状 を次 の よ う に述べ て い る 、
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ロ レ ンス の ラ ス トメ ッセ ー ジ(松 本 桂 子)

Lovelyweatherwearehavinghereamongthemountains‐andpeopleverynice‐only

damnitall,1'mnotverywell,andmuststayinbedadayortwo.Iamreallygettingfedup

withmyhealth.(1)

上 記 の 書 簡 か ら読 み と れ る 苛 立 ち や 悔 し さ と は 異 な り、 心 の う ち で は 差 し 迫 っ た 死 を す で に 予

感 し て い た の で あ ろ う か 、 「死 の 船 」 に お け る ロ レ ン ス の 語 り口 調 は 、 終 始 平 静 で 、 あ りの ま ま

に 末 期 を 迎 え 入 れ る 勇 気 と 覚 悟 が 感 じ と ら れ る 。 し か し 、 ラ イ ト(T.R.Wright)がD.H.

LawrenceandtheBible(2000)の 中 で 下 記 の よ う に 指 摘 す る よ う に 、 因 習 的 な 既 成 の 神 を 信 ず

る こ と の で き な か っ た ロ レ ン ス は 、 詩 中 に お い て な お も彼 の 信 仰 を 模 索 して い る よ う で も あ る 。

InLastPoems,however,theengagementwiththeBibleisintegratedintoamoresustained

meditationonwhatChristiantraditionlabelsthe`fourlastthings':death,judgment,heaven

andhell.Lawrence,ofcourse,doesnotunderstandthesetermsconventionallybut,faced

withhisownimminentdeath,attemptstoclarifywhathestillbelieves.(a>

一 方 、 ロ ッ ク ウ ッ ド(M.J.Lockwood)はAStudyofthePoems(ゾ1).H.Lawrence(1987)

に お い て 、 ロ レ ン ス が 用 い た 聖 書 的 な 言 葉 は 、 神 の 手 か ら 、 底 知 れ ぬ 不 死 へ と 落 ち 行 く魂 を 示

し て い る と 云.っ て い る 。(3)「 神 の 手 か ら落 と さ れ た 魂 」(asoulfallen、fromtheha皿dsofGod)

と は 、 信 仰 を 失 い 異 教 に 入 り行 く霊 魂 を 想 像 す る こ と が で き る 。 い ず れ に して も、26歳 か ら 死

の 床 に つ く ま で の18年 間 、 実 際 に 巡 礼 と も言 え る 異 教 の 神 を 求 め て さ 迷 っ た ロ レ ン ス は 、 「死

の 船 」 に お い て 、、そ し て ま た そ の 詩 を 書 き 終 え た 数 ヵ 月 後 の 現 実 に お い て も、 最 も長 く遠 い 最

後 の 旅 路 に 着 く こ と に な る 。 こ の よ う な 観 点 か ら 「死 の 船 」 を 探 究 す る こ とで 、 そ こ に 込 め ら

れ た ロ レ ン ス の 死 生 観 を 、 彼 の 最 後 の メ ッ セ ー ジ と し で 受}† 取 る こ とが で き る も の と考 え る 。

「死 の 船 」 の 第 一 節 は 秋 と 落 果 の イ メ ー ジ で 始 ま る 。

Nowitisautumnandthefallingfruit

andthelongjourney.towardsoblivion.

Theapplesfallinglikegreatdropsofdew

tobruisethemselvesanexitfromthemselves.

Anditistimetogo,tobidfarewell

toone'sownself,andfindanexit

fromthefallenself.(4)
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「秋 」(autumn)は 収 穫 の 季 節 で もあ り、 ま た死 を意 味 す る 凋 落 期 の象 徴 で もあ る 。 「落 ち ゆ く

林 檎 」(Theapplesfalling)は 、 禁 断 の知 恵 の実 を食 べ た ア ダ ム とイ ヴ に訪 れ る不 吉 な前 兆 、 つ

ま り人 類 の破 滅 、 黙 示 録 的 終 末 を予 感 させ ℃ い るの か も しれ ない 。 そ して 同 時 に一 個 人 の死 も、

「自分 自身 に別 れ を告 げ」(tobidfarewell/Toone'sownself)で 暗示 して い る。

今 ま さ に生 死 を さ迷 う詩 人 の 魂 が 、 傷 つ い た 肉体 の 中 で怯 えて い る様 が 第二 節 で語 ち れ る。

Haveyoubuiltyourshipofdeath,Ohaveyou?

Obuiltyourshipofdeath,foryouwillneedit.-

Thegrimfrostisathand,whentheappleswillfall

thickalmostthunderous,onthehardenedearth.

Anddeathisontheairlikeasmellofashes!

Ah!can'tyousmellit?

Andinthebruisedbody,thefrightenedsoul

findsitselfshrinlang,wincingfromthecold

thatblowsuponitthroughtheor血ces.(5)

「無 慈 悲 な霜 は もう間 近 」(Thegrimfrostisathand)で 残 酷 な死 が 迫 り来 る こ と を訴 える 。 そ

して文 字 通 り 「死 臭 の立 ち込 め る 中」(deathisontheairlikeasmellofashes!)、 や が て 「林 檎

は うず た か く落 ち て くる」(whentheappleswillfallthick)。`theapples'は 人 聞 を、`thick'

は そ の 数 の多 さを比 喩 的 に用 い て い る。 ま た前 の節 で も見 られ る`falling'や こ こで の`fall'

とい う言 葉 は、 聖 書 に お け る 神 の 意 図 す る本 来 の状 態 か らの 「堕 落 」 の意 味 を含 み、 知 恵 の 実

を食 べ て堕 落 した人 類 へ の神 の裁 き と して、 第 一 節 に 続 き繰 り返 し死 と滅 亡 を 暗示 させ て い る。

一 方 個 人 の 死 に 対 して は
、 己 の 「傷 つ い た 肉体 」(thebruisedbqdy)と 「恐 れ お の の く魂 」

(thefrightenedsoul)に 怯 え て い る と打 ち 明 け る 。 聖 書 に於 け る死 の意 味 は、 す べ て の 人 々 の

心 に恐 怖 を与 え る邪 悪 な もの と見 な され 、 死 と罪 を密 接 に 結 び付 け て い る。 だ か らこ そ 詩 人 は

優 し く問 い か け、 呼 び か け る 、 「きみ は も う死 の船 を 造 っ た か 、 お お 造 っ た か?」(Haveyou

builtyourshipofdeath,Ohaveyou?)、 「きみ の死 の船 を つ く りな さい、 それ が 必 要 に な るの だ

か ら」(Obuiltyourshipofdeath,foryouwillneedit)と 。 この 呼 び か け は詩 の最 後 まで 幾 度 も

繰 り返 され る こ とに な る 。 時 に支 配 さ れ る こ の世 の宿 命 、 誰 に も避 け る こ との で きな い死 を受

容 し、 準 備 す る こ との必 要 性 を説 き続 け る。

第 三節 か らは 詩人 の 自 問 自答 が 始 ま る。
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ロ レンスのラス トメ ッセージ(松 本 桂子)

Andcanamanhisownquietusmake

withabarebodkin?

Withdaggers,bodkins,bullets,mancanmake

abruiseorbreakofexitforhisfife;

butisthataquietus,Otellme,isitquietus?

Surelynotso1forhowcouldmurder,evenself-murder

everaquietusmake?(6)

「短 刀 」(daggers)や 「短 剣 」(bodkins)、 「銃 弾 」(bullets)で 人 間 の生 命 を奪 え て も、 そ れ が

最 後 の 「止 め 」(quietus)に な る の だ ろ うか と問 う。 そ の返 答 は、 生 命 に大 き く立 ち はだ か る、

人 間 の 肉体 の現 実 の死 が 、 完 全 な 終 焉 で あ る は ず の な い こ と を 「よ もや そ う で は あ る ま い1」

(Surelynotso!)で 力 強 く確 認 して い る 。

何 故 な ら、 肉体 か ら離 れ た魂 は、 「死 の 船 」(theshipofdeath)に 乗 っ て 「忘 却 の 、 果 て し な

い 旅」(thelongestjoumey,tooblivion)に 出 ね ば な ら ない の だ か ら。 先 に 述 べ た ロ ック ウ ッ ド

の 云 う、 あ た か も神 の手 か ら落 と され た よ う な魂 が 、 肉体 か ら離 れ る様 子 が 第 五 節 で 描 か れ る。

Anddiethedeath,thelongandpainfuldeath

thatliesbetweentheoldselfandthenew.

Alreadyourbodiesarefallen,bruised,badlybruised,

alreadyoursoulsareoozingthroughtheexit

ofthecruelbruise.(7)

「古 い 自己 と新 しい 自己 の 間 に横 た わ る」(liesbetweentheoldselfandthenew)、 つ ま り生 と

死 の 狭 間 にある 長 い苦 痛 に満 ち た死 の後 に、 そ の ひ ど く傷 つ い た 肉体 か らや が て 「魂 が に じみ

出 て ゆ く」(oursoulsareoozing)。 聖書 で は 人 間 を単 一 体 と見 な してお り、 朽 ち るべ き罪 深 い

肉 体 に閉 じ込 め られ た 不 滅 の魂 につ い て述 べ て は い な い。 旧約 聖 書 に お け る魂 の語 義 は 、 一 人

の 人 間 の 全 存 在 で あ る 。 新 約 聖 書 に お け る魂 とい う言 葉 の用 法 も、 人 間 が 骨 や 肉以 上 の存 在 で

あ り、 心 や 意 志 や 人 格 を備 え て い る こ とを 意 味 して い るが 、 死 後 の魂 を表 して は い な い 。 従 っ

て こ こ まで は 『創 世 記 』 に あ る ア ダ ム とイ ヴ の林 檎 を引 用 しな が ら も、 キ リス ト教 の教 理 と は

裏 腹 に 、詩 人 は 肉体 と魂 を 分 離 させ た の で あ る。

この よ うな手 法 は、 第 五節 の後 半 か ら益 々強 調 され て ゆ く。,、
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Alreadythedarkandendlessoceanoftheend

iswashinginthroughthebreachesofourwounds,

alreadythefloodisuponus.

Ohbuilt.yourshipofdeath,yourlittle.ark

andfurnishitwithfood,withlittlecakes,andwine

forthedarkflightdownoblivion.(s)

最 初 の 「暗 く終 わ りの無 い 終 焉 の 大 洋」(thedarkandendlessoceanoftheend)、 「す で に洪 水 が

我 々 の上 に押 し寄せ てい る」(alreadythefloodisuponus)と 、 次 の連 の 「きみ の小 さな船 、 そ

の船 に食 料 とほ んの少 しの ケ ー キ とワイ ン を積 み込 め」(yourlittlearkand_furnishitwithfood,

withlittlecakes,andwine)は 、 大 洪 水 の ノ アの 方 舟 の 備 え を想像 させ る。悔 い改 め な い人hに

対 す る神 の怒 りに よ っ て 洪 水 が 起 こ り、 地 上 の動 植 物 は全 て死 に 絶 え 、神 の 言 葉 を信 じた ノ ア

の 家 族 だ け が 生 き延 び て神 か ら祝 福 を 受 け た とい う 『創 世 記 』 の話 で あ る。 だが 、 「死 の船 」 で

の 方 舟 は 肉体 を持 っ た 人 間 で は な く、 死 後 の魂 が 船 出 す る た め の もの で あ る 。 た ど り着 く港 は

聖 書 にあ る ア ラ ラテ 山 で は な く、 「忘却 の彼 方 の 暗 い飛 行 」(forthedarkflightdownoblivion)

の先 にあ る。 この 点 に つ い て 、 ライ トは 次 の よ うに推 測 して い る 。

HecombinesthetraditionalChristianimageof`thearkoffaith'withmorepagan

burialpractices(possiblyEtruscan)involvinga`littleark'furnishedwithfood,'

cakesandwine`forthedarkflightdownoblivion'(9>

「死 の 船 」 の 方 舟 は 、伝 統 的 な キ リス ト教 の イ メ ー ジ と異 教 の埋 葬 の風 習 を兼 ね備 えた もの で あ

り、 しか もそ の 異 教 の風 習 とは エ トル リ ア人(Etruscan)の もの で は な いか と述 べ て い る 。 ロ

レ ンス は1927年 に、 ロ ー マ か ら北 西 の地 タ ル ク ィニ ア の 街 に あ る エ トル リア遺 跡 を訪 ね た こ と

が あ る。 エ トル リア とは イ タ リ アの 地 に 開花 した最 初 の 文 明 を もつ 国家 で、 紀 元 前7世 紀 か ら

6世 紀 にか け て黄 金 時 代 を迎 え た。 しか し そ の栄 華 は ロー マ 人 の 征 服 よ っ て打 ち砕 か れ、 約10

世 紀 に及 ぶ エ トル リア都 市 国 家 は終 わ りを迎 え た 。 残 され た もの は墳 墓 の み で 、 エ トル リ ア人

が 書 い た文 献 資 料 とい う もの は皆 無 に等 し く、 「謎 の エ トル リ ア文 化 」 と呼 ば れ る所 以 で あ る 。

ロ レ ンス は、 エ トル リ ア遺 跡 で得 た 印象 を 自ち の 紀 行 文 『エ トル リ ア遺 跡 』(EtruscanPlaces

1932)の 中 で 克 明 に記 して い る 。 階段 を下 りて 古 墳 の 中 の 岩 部屋 に入 る と、 奇 妙 な静 け さ と不

思 議 な和 や か さが 有 る と云 う。 墓 の作 りは エ ジ プ トを 思 わ せ る が 、全 てが 質 素 で 飾 り気 が な く、

気 楽 で 自然 な釣 り合 い を保 つ そ の美 し さは 、 知 的 で 精 神 的 な い わ ゆ るキ リス ト教 的 な調 和 とは

ず い ぶ ん 違 う ら しい 。 墓 で さ え も、 生命 の 充 実 、 息 吹 、 自然 や気 楽 さ とい う もの を感 じさせ る
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古 代 の エ トル リア気 質 に ロ レ ンス は感 動 す る。 古 墳 の最 後 の 部 屋 に は石 造 りの寝 台 が あ る。 そ

の 上 に か つ て置 か れ て あ っ た 死 者 の 神 聖 な宝 物 、 あ の 世 へ 連 れ て行 っ て くれ る小 さ な青 銅 の死

の船 に ロ レ ンス は思 い を馳 せ る 。 エ トル リア で は、 た くさ んの 手 荷 物 を携 え て 、 この 青 銅 の船

に乗 っ て死 にお もむ くの で あ る。 「死 の 船 」 の 方 舟 は確 か に ライ トが指 摘 す る、 キ リス ト教 の ノ

ァ の 方 舟 と異 教 の そ れ とを合 体 させ た イ メ ー ジ な の だ 。 そ して 死 は、 エ トル リア 人 に と っ て 楽

しい 生 命 の 続 きで、 宝 石 と酒 が あ り、 踊 りの た め に は フル ー トが 奏 で られ た と云 う。 う っ と り

す る よ う な幸 福 で も、 天 国 で も、 ま た煉 獄 の苦 しみ で も な く、 生 命 の 充実 が 自然 に 続 い た もの

で あ っ た の だ 。(10)

ロ レ ンス の エ トル リアへ の熱 い 思 い は、 詩 「糸 杉 」(Cypresses)の 中 で も詠 わ れ て い る。 イ

タ リ ア西 部 の トス カ ナ 地 方 に 生 い 茂 る糸 杉 を見 て、 エ トル リア人 の黙 して語 らぬ 不 滅 の 心 情 を

重 ね 合 わせ る。 炎 の よ うに 天 に向 か い、 静 か に、 しか し力 強 く伸 び て い る そ の 糸 杉 は、 ま る で

エ トル リ ア 人 の モ ニ ュ メ ン トの よ う で あ り、 絶 滅 させ られ た民 族 の 、死 して な お 息 づ く復 活 の

姿 を、 慈 しみ憐 れ む 心 を も って 映 し出 して い る。(11)古 代 エ トル リア文 化 に見 る異 教 へ の、 思 慕

に も似 た憧 憬 は、 晩年 の ロ レ ンス の思 考 の 中 に こ の よ う に深 く根 ざ して い た の で あ る。

「死 の 船 」 で は詩 人 の魂 は い よい よ忘 却 の彼 方 へ と、 出 口 を求 め て長 い 航 海 に出 帆 す る 。

Nowlaunchthesmallship,nowasthebodydies

andlifedeparts,launchout,thefragilesoul

inthefragileshipofcourage,thearkoffaith

withitsstoreoffoodandlittlecoolangpans

andchangeofclothes,

upontheflood'sblackwaste

uponthewatersoftheend

upontheseaofdeath,wherestillwesail

darkly,forwecannotsteer,andhavenoport.(12)

「さ あ そ の 小 さ な 船 を出 せ 、 い まや 肉体 は死 に生 命 は旅 に 出 る」(Nowlaunchthesmallship,

nowasthebodydiesandlifedeparts)と 出 航 を促 す 。`life'の 意 味 す る とこ ろ は、 肉体 的 死 を

越 え た 新 生 と受 け取 れ る 。終 焉 の 後 に訪 れ る新 た な 旅 立 ち は、 次 の再 生 を約 束 す る か の よ う で

あ る 。 しか し食 料 や 鍋 釜 、 衣 服 を乗 せ た 「信 仰 の 船 」(thearkoffaith)は ま だ そ こ はか と無 き

暗 闇 を さ迷 わ ね ば な らな い。 「洪 水 の 黒 い荒 野 を」(upontheflood'sblackwaste)、 「終 末 の海

原 を」(uponthewatersoftheend)そ して 「死 の 海 の 上 を」(upontheseaofdeath)旅 す る。

しか も己 の 意 思 で は な く、 導 か れ る ま まに流 れ に 身 を委 ね て。 何 故 な ら、 「わ れ わ れ に は舵 を取

る こ と もで きず 、 た ど り着 く港 もな い の だ か ら」(wecannotsteer,andnavenoport)。
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方 舟 は 更 に 静 寂 の 暗 黒 の 深 淵 へ と流 さ れ て ゆ く。

Thereisnoport,thereisnowheretogo

onlythedeepeningblackdarkeningstill

blackeruponthesoundless,ungurglingflood

darlrnessatonewithdarlrness,upanddown

andsidewaysutterlydark,sothereisnodirectionanymore.

Andthelittleshipisthere;yetsheisgone.

Sheisnotseen,forthereisnothingtoseeherby.

Sheisgone!gone!andyet

somewheresheisthere.

Nowhere!(ls>

そ こ に 在 る の は 、 方 角 も 定 か で な くな る ほ ど に 「暗 闇 が 暗 闇 を ひ と つ と し、 上 も 下 も 両 脇 も 全

く暗 い 」(darirnessatonewithdarlrness,upanddownandsidewaysutterlydark)暗 黒 ば か り。

哲 学 的 エ ッ セ イ 「王 冠 」(`TheCrown')の 中 で ロ レ ン ス は 述 べ て い る 。 ロ レ ン ス に と っ て の 闇

と は 、 「創 造 主 の 完 全 な 闇 」(theutterdarlrnessoftheCreator).(14)で 、 生 命 の 根 源 で あ り万 物 の

母 体 で あ る と。 「死 の 船 」 の 闇 も 当 然 そ の こ と を 含 蓄 し て お り、 新 生 を 約 束 さ れ た 方 舟 は 、 ま る

で 羊 水 に 漂 う 胎 児 の ご と く描 写 さ れ 、 取 り巻 く 闇 は 生 命 の 神 秘 を 司 る 子 宮 で あ る こ と を 思 わ せ

る 。 そ し て 、 や が て そ の 小 さ な 船 は 見 え な く な る 。 「消 え て し ま っ た の だ1」(Sheisgone!)。

も う 「ど こ に も い な い1」(Nowhere!)。

す べ て の も の が,忘 却 の 彼 方 に 消 え 失 せ 、 沈 ん で し ま っ た 後 に 詩 人 は つ ぶ や く、 「そ れ が 終 焉 な

の だ 、 そ れ が 忘 却 な の だ 」(ltistheend,itisoblivion)と 。

だ が 、 そ こへ 一 筋 の 光 線 が 降 り注 ぎ、 お の ず と暗 黒 の 世 界 を 分 か ち 始 め る 。

Andyetoutofeternity,athread

separatesitselfontheblaclrness,

ahorizontalthread

thatfumesalittlewithpalloruponthedark.

Isitillusion?ordoesthefume

Alittlehigher?

Ahwait,wait,forthere'sthedawn,

thecrueldawnofcomingbacktolife

outofoblivion.(15)
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こ の 節 で は 天 地創 造 の イ メ ー ジ を巧 み に用 い て、 闇が 大 い な る水 の 上 に あ り、 神 の言 葉 で 光 が

闇 か ら分 け られ る 情 景 が 鮮 や か に 目 に 浮 か ぶ 。 しか し、 そ の 「光 は 永 遠 の 中 か ら」(outof

etemity)射 す と云 う。`etemity'と は 生 成 消 滅 の ない 無 次 元 的 な存 在 で 、 聖 書 と は異 な っ た コ

ス モ ス 的発 想 で あ る こ とを 暗 示 させ て い る。 そ して程 な く、 天 地 開 闢 の 混 沌 か ら 「曙 だ 、 忘 却

か ら生 命 へ 戻 る冷 酷 な 曙 」(there'sthedawn,thecrueldawnofcomingbacktolifeoutof

oblivion)が 訪 れ る。 夜 が ほ の ぼ の と明 け 始 め る 様 子 の`theda㎜'は 、 「誕 生 」 とい う二 重 の

意 味 を持 っ て新 生 を 強調 して い る。 しか しそ の誕 生 は 「冷 酷 な曙 」(thecrueldawn)だ と云 う。

こ の世 に再 び生 ま れ 出 で る こ と を、 ま る で 煩 わ し く思 う のか の よ うで あ る。 第 一 次 世 界 大 戦 を

経 験 し た ロ レ ンス に と っ て 現 世 と は 、 最 後 の 長 編 小 説 『チ ャ タ レ ー卿 夫 人 の 恋 人 』(Lady

Chatterley'8Lover,1928)の 冒 頭 で 述 べ て い る よ う に 、 現 代 は 「本 質 的 に悲 劇 の 時 代 」

(essentiallyatragicage)で あ る。(16)そ れ 故 に、 忘 却 の彼 方 へ た ど り着 い た 静寂 か らの 目覚 め

は 、 面 倒 な こ とで 苦 痛 を と もな う もの で あ る の か も しれ な い 。 しか し、 同 じ く 『チ ャ タ レー卿

夫 人 の恋 人 』 で ロ レ ンス は 明言 す る 「天 が 幾 度 も落 ち て こ よ う とも、 わ れ わ れ は生 きな け れ ば

な ら ない 」(We・vegottolive,nomatterhowmanyslaeshavefallen.)(17)と 。 た と え絶 望 の淵 に

あ っ た と して も、 血 潮 の流 れ る 肉 体 を持 っ た もの だ け が 知 り得 る、 生 きる喜 び の存 在 を ロ レ ン

ス は確 信 して い る の で あ る。 だか らこ そ、 「死 の 船 」 に乗 っ た 魂 も、 再 び 肉体 を得 る た め に 冷酷

な曙 か ら 目覚 め ね ば な らな い。 こ こ に、 ロ レ ンス の生 に対 す る強 い執 着 心 を見 る思 い が す る。

「死 の船 」 に乗 っ た魂 の再 生 ま で は あ と一 息 。 とそ の時 、 ほ とば しる よ う な閃 光 が輝 く。

Wait,wait,thelittleship

Drifting,beneaththedeathlyashygrey

Ofaflood-dawn.

Wait,wait!evenso,aflushofyellow

andstrangely,Ochilledwansoul,aflushofrose.

Aflushofrose,andthewholethingstartsagain.(is>

「洪 水 の 曙 の 死 の灰 煙 る灰 色 の 下 で 」(beneaththedeathlyashygreyofaflood-dawn)漂 う方

舟 に、 「ほ とば しる バ ラ色 」(aflushofrose)の 閃 光 が 降 り注 ぐ。 「ほ とば し るバ ラ色 、 そ して

全 て の ものが また始 ま る」(Aflushofrose,andthewholethingstartsagain)の だ。`rose'と

い う語 は ロ レ ンス に とっ て は特 別 の 意 味 を持 つ 。 数 あ る他 の 詩作 品 の 中 で も`rose'、`rosy'と

い う表 現 が 頻 繁 に用 い られ て い る 。 と りわ け、 「葡萄 」(Grapes)の 詩 の 中 で は 「た くさ ん の 果

実 がバ ラか ら生 まれ る/あ らゆ るバ ラの 中 の バ ラか ら」(Somanyfruitscomefromroses/From
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theroseofallroses)(19)と 詠 う よ うに 、 多 くの果 実 が バ ラ科 に属 して い る こ と を訴 え て い る 。

本 来 ブ ドウ はバ ラ科 で は な く、 ブ ドウ科 の 植 物 で はあ るが 、 「氷 河 が騒 が しい海 と風 の なか か ら

集 ま り固 ま る前 」(Beforetheglaciersweregatheredupinabunchoutoftheunsettledseasand

winds)(20)ま で は、 「ブ ドウの 木 は 見 え な い バ ラ だ っ た 」(Ofwhichworld,thevinewasthe

invisiblerose)(21)と 主張 して い る。世 界 が ま だ混 沌 と した 中 にあ る時 で さ え も、「見 え な いバ ラ」

が 存 在 して い た の だ と云 う。 「見 え な い」 とは 人 類 に知 識 が 備 わ っ て い ない こ と の比 喩 で あ る 。

即 ち、 ロ レ ンス が 連 想 す るバ ラ の イ メ ー ジ に は、 始 生代 も し くは原 始 の イ メ ー ジが重 ね合 わ さ

れ て い る 。 言 い 換 えれ ば、 そ れ は ロ レ ン ス の執 着 す る 暗 黒 の 世 界 にお い て生 命 を得 た バ ラ なの

だ 。 「あ ら ゆ るバ ラ の 中 の バ ラ」 と は こ の こ と を言 い 表 して い る の で あ る 。 そ して 、 「死 の 船 」

にお け るバ ラ色 の閃 光 も また 、 全 て の 事 の 始 ま りを約 束 す る か の よ う に、 魂 に 生命 を注 ぎ込 む。

い よ い よ再 生 の瞬 間が や って 来 る。 復 活 の時 が 訪 れ るの だ 。

Thefloodsubsides,andthebody,likeawornsea-shell

emergesstrangeandlovely.

Andthelittleshipwingshome,falteringandlapsing

onthepinkflood,

andthefrailsoulstepsout,intoherhouseagain

fillingtheheartwithpeace.(aa>

洪 水 が 退 い た後 、 静 か に訪 れ る平 安 。 「す り減 った 貝殻 の よう な 肉体 が、 不 思 議 に も ま た美 し く

現 れ る」(body,likeawomsea.shellemergesstrangeandlovely)。 漆 黒 の 闇 の 中 、猛 り立 つ 洪 水

は、 バ ラ色 の 光 を反 射 して 「薄紅 の水 」(thepinkflood)に 変 容 す る。 そ の 上 を 、蘇 るべ き 肉体

と魂 を乗 せ た小 船 は家 路 へ と急 ぐ。 こ の連 で与 え る印象 は、 ボ ッテ ィチ ェ リ(Sa皿droBotticelli)

の絵 画 『ビー ナ ス の 誕 生 』(Birth(ゾ%嬲s)を 連想 させ る 美 しい もの だ 。 海 の 泡 か ら誕生 した

とい うギ リ シ ア神 話 の ア フ ロ デ ィテ の 絵 は、 写 実 的 な科 学 的 な正 確 さ で は な く、 ど こ まで も優

美 で繊 細 な 愛 の 女 神 で あ る。 絵 画 の 中 で は、 バ ラ の 花 に 囲 まれ て い る風 の神 ゼ フ ユ ロス と ク ロ

リス が 、 貝 殻 に乗 っ た生 まれ た て の ア フ ロ デ ィテ を岸 辺 へ と運 んで い る。 そ れ は科 学 とは 対 立

した、 ま た聖 書 的 な匂 い も しない 自然 な姿 で あ る。

こ う し て ビ ー ナ ス の よ う に美 しい 肉 体 と か 弱 い 魂 が 再 び 蘇 り、 そ の 喜 び を 「揺 れ る 心 」

(Swingstheheart)で 言 い表 して い る 。 そ して最 終 連 で もう一 度 、 詩 人 は死 の 船 の 必 要性 を説

く。死 の船 の準 備 を して お くの だ、 忘 却 へ の航 海 が 君 を待 って い るの だ か ら と。

Swingstheheartrenewedwithpeace

evenofoblivion.
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Ohbuildyourshipofdeath,ohbuildit!

foryouwillneedit.

Forthevoyageofoblivionawaitsyou.(23)

1930年3月2日 夜10時 、 病 が 急 変 した ロ レ ンス は、 南 フ ラ ン ス に あ る ヴ ァー ンス(Vence)

でつ い に逝 っ た。 享年44歳5ヶ 月 とい う若 さ だ っ た。 妻 の フ リー ダ(FriedaLawrence)は そ の

時 の様 子 を 自 らの著 書"NotI,ButtheWind..."(1935)で 振 り返 っ てい る。 「息 で膨 れ るそ の胸

の 中 の生 命 の 糸 の 断 た れ る と きが 来 た の で す 。 面 変 わ りが 起 こ り、 頬 と顎 が が くっ と して 、 こ

う して死 が 彼 を捕 えた の で す」(Themomentcamewhenthethreadoflifetoreinhisheaving

。h。,t,hi・facecha・g・d,hi・cheek・andjaw・ ㎝k,a・dd・athh・dt・k・nh・ld・fhim_)・(24)こ の 瞬

間 、 ロ レ ン ス の 魂 も また 肉体 か ら離 脱 し、 暗 黒 の 大 海 原 へ 、 温 か な 母 の 子 宮 の 中 へ と、 新 しい

生 命 を求 め さ迷 う旅 人 と して漕 ぎ出 した に 違 い な い 。

行 き着 く先 は 天 国 で も地獄 で も ない 。 復 活 を期 した 魂 は 、 死 の 船 の流 れ に 身 を任 せ て忘 却 の

彼 方 へ と流 れ 着 く。 死 か ら生 へ と旅 す る 魂 、 そ れ は 四 季 に も似 た 周 期 の繰 り返 しを 意 味 す る 。

春 か ら夏 、 秋 か ら冬 そ して ま た来 るべ き春 を迎 え る た め の 再 生 の 循 環 な の だ。 死 を受 容 す る と

云 う け れ ど、 そ れ を受 け入 れ る こ と は容 易 な こ とで は な い 。 しか し、 こ う した 自然 の摂 理 と人

間 の死 を 重 ね 合 わせ る こ とに よっ て 、 ロ レ ンス は安 らか な 死 の 床 に着 く こ とが で きた の か も し

れ な い 。 そ して ま た 、 こ こ まで 読 み 進 め て知 り得 た 事 は 、 ロ レ ンス の望 む復 活 と は、 キ リス ト

教 的 な もの で は な く、異 教 の魂 の輪 廻 転 生 、 エ トル リア とい う古 代 異 教 に沿 っ た もの で あ っ た。

迷 い の 世 界 を生 まれ 変 わ り死 に変 わ り、 肉体 的 死 を超 えて 不 死 鳥 の よ う に蘇 る こ と、 こ の 思 い

.は 生 へ の 執 着 心 そ の もの で あ り、 ロ レ ンス に と って 、 死 は正 に生 き る こ との 意 味 に他 な ら なか

った の で あ る。 詩 「死 の 船 」 とほ ぼ 同 時期 に 執 筆 され 、絶 筆 とな っ た エ ッセ イ 『ア ポ カ リ プ ス 』

(Apocalypse1931)に お い て 、 ロ レ ンス は 次 の よ うな 言葉 を残 して い る。

Forman,thevastmarvelistobealive.Forman,asforflowerandbeastandbird,the

supremetriumphistobemostvividly,mostperfectlyalive....Weoughttodancewith

rapturethatweshouldbealiveandintheflesh,andpartoftheliving,incarnatecosmos.I

ampartofthesunasmyeyeispartofme.ThatIampartoftheearthmyfeetknow

perfectly,andmybloodispartofthesea.(a5)

これ は 生 命 に対 す る称 賛 の 辞 で あ る。 人 も 自然 も宇 宙 の 一 部 で あ り、 四 季 の 移 り変 わ り と同 様

に、 人 間 の 命 も永 劫 回帰 が 約 束 され るべ き こ と を裏 づ け て い る。 同 じ く、 「死 の 船 」 で ロ レ ンス

が 詠 っ た も の も決 して 「死 」 そ れ 自身 で は なか っ た。 方 舟 の必 要性 の 執 拗 な訴 え は、 復 活 へ の

必 須 条 件 で あ り、 そ の根 底 に あ る メ ッセ ー ジ とは、 死 者 へ の挽 歌 で は な く、 ま さ し く生 へ の賛

・,
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歌 そ の も の で あ っ た の だ 。

〔注 〕

(1)KeithSagarandJamesT.Boulton(ed.).TheLettersofD.H.LawrenceVII.Cambridge:Cambridge,

2002.pp.460-461

(2)T.R.Wright.D.H.LawrenceandtheBible.Cambridge:Cambridge,2001.p.247.

(3)M.J.Lockwood.AStudyofthePoemsofD.H.Lawrence.Houndmills:Macmillan,1987.p.169.

(4)VivandeSolaPintoandWarrenRoberts(ed.).TheCompletePoemsofD.H.Lawrence.Harmondsworth:

Pengui皿,1993.p.716.

(5),(6)Ibid.,p.717.

(7),(8)Ibid.,p.718.

(9)T.R.Wright.op.cit.p.249.

(10)D.H.ロ レ ン ス 著 、 鈴 木 新 一 郎 訳 、 「エ トル リ ア 遺 跡 』、 不 死 鳥 社 、1969.

(11)古 我 正 和 、 『ロ レ ン ス 研 究 一西 洋 文 明 を 超 え て 一 』、 大 阪 教 育 図 書 、1996.

(12)Viva皿deSolaPinto&.⑫.CZt,p.719.

(13)Ibid.,p.719.

(14)WarrenRobertsandHarryT.Moore(ed.).`TheCrown'inPhoenixILLondon:Heinemann,1968.

p.377.

(15)VivandeSolaPinto&op.cit.p.720.

(1G)D.H.Lawrence.LadyChatterley'sLover.Harmondsworth:Penguin,2000.p.5.

(17)Ibid.,p.5.

(18)ViandeSolaPinto&op.cit.p.720.

(19),(20),(21)Ibid.,p.285.

(22),(23)Ibid.,p.720.

(24)FriedaLawrence.`NotI,ButTheWind?'先Kingswood:Heinema皿n.1935.p.275.

(25)D.H.Lawrence.Apocalypse.Harmondsworth:Penguin,1995.p.149.

(ま つ も と け い こ 文 学 研 究 科 英 米 文 学 専 攻 博 士 後 期 課 程)

(指 導:古 我 正 和 教 授)

2004年10月15日 受 理

95一




